












































3 月下旬からイギリス生活を始めたのは、3 月 29 日に予定されていたブレグ
ジット Brexit つまりイギリスのＥＵ離脱の際に予想された混乱に巻き込まれたく
なかったからだ。ところがそれは 10 月 31 日に延期された。そしてこの原稿を














































































6 月中旬パドヴァ Padova とアッシジ Assisi を中心にイタリアを訪問した。聖
アントニオ San Antonio、聖フランチェスコ San Francescoや聖キアラ Santa Chiara
の辿った道を歩く旅であった。聖アントニオは先に訪れたポルトガルのリスボン
















7 月 7 日、友人のアンディに誘われてマンチェスターのブリッジ・ウォーター
・ホールにコンサート「金床－ピータールーの哀歌 The Anvil - An elegy for




































































成－日本とイギリスにおける若者の比較 Becoming Citizens in late modernity :
























で競争的な市民、それはどういう意味か？ Fulop, M. (2013) The Cooperative
Competitive Citizen: What does it take?」と社会学者のロックウッドによる「市
民統合と階級配置 Lockwood, D. ( 2010) Civic Integration and Class
Formation」である。前者は、「共同的」であることに比べて「競争的」であ
ることは、シティズンシップ論の中でしばしば否定的に扱われてきたが、そ
れを見直そうという試みである。後者は「理想的な市民」という概念をフィ
ルターにして、人々が自らの立ち位置を計っているのではないかという論で
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マグパイ便り― 2019年春夏イギリス・ヨークシャー滞在記―（村上純一）
ある。こうした議論を読み合いながら、メリトクラシーの概念について再検
討することに意義があるだろうという共通認識に至ることができた。
5 ヶ月という短い期間であったが、2 人の共同研究者と顔を合わせてゆっ
くり議論する機会が与えられたことは、電子メールだけでのやりとりでは得
られない微妙なニュアンスを吟味することができた点で、大変有意義であっ
た。
今後の課題として、日本の社会学、教育社会学でメリトクラシーの概念が
どのように使われてきたかについて、イギリスではあまり知られていないよ
うに思われた。これを紹介するという点が浮かび上がったので、それを含め
次の 4点について、引き続き議論していくこととした。
1）上記課題に関して、イギリスと日本の共同研究を支援する科研費ないし
基金を探ること。2）この研究を進めるに当たって協力する団体はどれかを
探ること。(イギリスではユーガヴ Yougov であり、日本でこれに相当する
団体はどれかを探し、協力を打診すること。3)学術的な研究であると同時
に何らかの形で政策決定に影響を与える研究を目指すとすれば、どのような
団体と連携することが可能であるかを探ること。4)日本における関連諸研
究の英文抄訳を作成し、イギリスのそれとの比較を行うこと。”
9 月、アパートを去る日も雨降りだった。窓の外にはもうマグパイの姿は見ら
れず、巣だけが枝の間に残されていた。
（むらかみ じゅんいち・教授）
